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インストール
AcsimV2_x.x.x.x_Setup.exeを起動しインストールを行います。

使用許諾に同意いただける場合は、同意するを選択後「次へ」をクリッ
クします。

デスクトップにショート
カットを作成する場合は
チェックして下さい。

起動時に自動的に起動し
たい場合はチェックして
下さい。

設定終了後「次へ」をクリックします。



前画面での設定の確認画面です。「インストール」をクリックしますと
実際にインストールが開始されます。

すぐにアプリケーション
を起動したい場合は
チェックして下さい。

「完了」ボタンをクリックし終了します。



アプリケーションの起動

※インストーラーの最後で「ACSIMV2を起動する」にチェックを入れた場合イン
ストーラーの完了時に起動されています。

インストーラーの追加タスクの設定時に「スタートアップにショートカットを作
成」を選んでいれば起動時に自動的に起動されます。

手動起動はウィンドウズメニューのすべてのアプリから ACSIM→AcsimV2で起動
します。

アプリケーションを起動するとタスクトレイに常駐します。



ウィンドウの表示

タスクトレイのACSIMV2のアイコンをクリックするとメインウィンドウが
表示されます。



各部の説明
対応するシミュレータソフトの起動状況
検出するとプログラム名が表示されます。
未検出の場合はプロセス検索中と表示さ
れます。

モーション設定するシミュレータソフト
を選択します。
シミュレータソフトが起動された場合は
起動されたソフトが選択され変更不可と
なります。

選択されたソフト用のモーション設定画
面を表示します。

各種ステータス、設定を行う領域です。



ステータス
１．設定読込
設定ファイルの読み込み状況を表します。
ここがNGの場合ファイル破損等が考えら
れますので再インストールが必要です。

２．ポートオープン
USBのポートのオープン状況を表します。
NGの場合コントローラのUSBを認識して
いない状況です。
接続を確認して下さい。

３、４．コントローラとの通信開始
コントローラとの通信を行い機器を認識
するとバージョン情報とともにOKとなり
ます。

５．プロセス検索
対応するシミュレータソフトが起動した
場合プロセス名を表示します。
起動確認出来ない場合は検索中となりま
す。

６．モーションAddon初期化
モーションの機能の初期化状況です。
NGの場合ファイル破損等が考えられます
ので再インストールが必要です。

７．データ取得Addon初期化
シミュレータに対応する機能の初期化状
況です。
NGの場合ファイル破損等が考えられます
ので再インストールが必要です。

８．データ取得
シミュレーションソフトからデータの取
得状況を表示します。
ソフトにより起動時からOKになるもの、
実際に走行しなければOKにならないもの
があります。

９．モーション設定
シミュレータソフトが起動するとそのソ
フトに対応する設定を読み込みます。
読み込みが正常に行わるとOKとなります。
NGの場合設定が存在しないことがかんが
えられます。

１０．コントローラへデータ送信
コントローラへデータを送信できればOK
となります。



サポートモーション

サポートしているモーション動作一覧を表示します。



アドオン

サポートしているシミュレータソフト一覧を表示します。



セッティング

コントローラとの通信の再接続を行いま
す。

シリンダの軸数やストローク量の設定画
面を開きます。

チェックをすると旧バージョンのソフト
ウェアで制御します。
V2でご使用の場合はチェックを外してく
ださい。

チェックボックスを外す（新ソフトを使用尾する場合）に旧ソフトが終
了尾しない場合があります。その場合手動で旧ソフトを終了させてくだ
さい。
タスクトレイの旧ソフトアイコンを右クリックし終了を選択します



ツール

このバージョンでは使用出来ません。

シミュレータソフトから取得したデータ
を表示します。



アクチュエーター設定

シリンダの軸数やストローク量の設定を行います。



簡単設定

上部のボタンで製品ごとに設定が出来るようになっています。

最初に構成されている軸数をクリックします。

次に機種をクリックします。
以上で設定は完了です。
設定保存する場合は適用をクリックしその後終了をクリックします。



個別設定

各軸ごとに、軸番号、最大ストローク、初期位置を設定出来ます。

軸番号 １－１０まで設定出来ます。
ストローク 最大ストローク量です。[cm]

実際のシリンダより大きく設定した場合物理的に設定した
値に移動できないのでエラーで止まります。

中心 シリンダのニュートラル位置となります。



特殊設定

フロントトレッド 外部アプリ駆動用のAPIで使用します。
通常のシミュレータソフトでは使用していません。

リアトレッド 外部アプリ駆動用のAPIで使用します。
通常のシミュレータソフトでは使用していません。

ホイールベース 外部アプリ駆動用のAPIで使用します。
通常のシミュレータソフトでは使用していません。

エフェクト周期 タイヤロック時の振動の周期を設定します。
エフェクト幅 タイヤロック時の振動の移動幅を設定します。

水平、縦軸 2軸仕様の場合のシリンダ配置を設定します。



モーション設定

フレームモーションの設定

フレームシリンダとは上の写真の青矢印部分4本を意味します。



動作モード
動作モードの設定を行います。
・動作させない

シリンダの動作を停止させます。
・車体Gモーション

フレームシリンダを前後左右のG情報で動作させるモードです。
・車体ロール＆ピッチモーション

フレームシリンダを車体の傾きで動作させるモードです。
例えば上り坂を走ると前方が上がり、下り坂だと前方が下がります。

移動速度
フレームシリンダ4本の移動速度を設定します。単位はmm/secです。

加速度
フレームシリンダ4本の加速度を設定します。
現在の速度から1-2で設定した速度までの加速度です。
値が大きいと早く加速し、小さいとゆっくり加速していきます。

減速度
フレームシリンダ4本の減速度を設定します。
現在の速度から停止までの減速度です。
値が大きいと早く減速し、小さいとゆっくり減速していきます。
※ 速度、加速度、減速度を大きくしますとよりデータに忠実に動作するように
なりますがその分振動も大きくなります。逆に遅くすると振動は減りますが
実際のデータとは遅れが発生します。

前方向倍率
車両の減速時のＧ，又はピッチ角度のモーション動作量の設定です。

後方倍率
車両の加速時のＧ，又はピッチ角度のモーション動作量の設定です。
※前後とも大きく動作させるとシフトショックが大きくなります。後方倍率を
小さめに設定することでシフトショックを抑えることが出来ます。

横方向倍率 フロント側、リア側
車両の横方向のＧ、又はロールのモーション動作量の設定です。
フロントとリアに分かれていますが通常は同じでよいと思います。
ドライバーによっては着座位置の関係で前後を変えた方が自然に感じる
方もいらっしゃいますので前後分割設定が出来るようにしています。

サスペンション振動倍率
サスペンションの動作量を4輪独立で加味させることが出来、その大きさです。
縁石やギャップ等で振動が欲しい場合などに使用します。

フィルタ Gデータ前後、左右
フレームシリンダ用に使用する前後Ｇデータに設定した周波数以上のデータを
カットし滑らかにすることが出来ます。
チェックボックスにチェックを入れ、周波数を設定してください。
初期値は9Hzです。

フィルタ サスペンション
サスペンション振動データに設定した周波数以下の振動以外のデータをカット
し振動のみを取り出すようにします。
チェックボックスにチェックを入れ、周波数を設定してください。



シート設定

シートシリンダとは下の写真の青矢印部分を意味します。
水平使用の場合は2軸、縦型の場合2軸、3軸で制御しています。

動作モード
動作モードの設定を行います。
・動作させない

シリンダの動作を停止させます。
・シート縦型Ｇ＆スライドモーション

シートシリンダを前後左右のG情報で動作させるモードです。
写真２の右側のタイプの機種で使用します。

・シート水平Ｇ＆スライドモーション
シートシリンダを前後のG情報で動作させるモードです。
ＭＩＮＩ２、ＬＩＴＥ２で使用します。

移動速度
シートシリンダ２本の移動速度を設定します。単位はmm/secです。
写真２の青矢印のシリンダが対象です

加速度
シートシリンダ２本(写真２の青矢印のシリンダ)の加速度を設定します。
現在の速度から1-2で設定した速度までの加速度です。
値が大きいと早く加速し、小さいとゆっくり加速していきます。

減速度
シートシリンダ２本(写真２の青矢印のシリンダ)の減速度を設定します。
現在の速度から停止までの減速度です。
値が大きいと早く減速し、小さいとゆっくり減速していきます。

前方向倍率
車両の減速時のＧのモーション動作量の設定です。

後方倍率
車両の加速時のＧのモーション動作量の設定です。
※前後とも大きく動作させるとシフトショックが大きくなります。後方倍率を
小さめに設定することでシフトショックを抑えることが出来ます。



横方向倍率
車両の横方向のＧのモーション動作量の設定です。
MINI2、LITE2の水平2軸仕様の場合この値は使用していません。

3，7軸のシート回転用シリンダの設定
リアスライドを表現している写真右側の赤矢印部分のシリンダの設定です。
MINI2、LITE2の水平2軸仕様の場合この値は使用していません。
速度、加速度、減速度を設定出来ます。内容は2-1,2-2,2-3の説明と同じです。
※このシリンダはシートを回転させる目的のものです。動作速度の設定はここで
行いますが動作量などは次のヨー設定で設定します。

フィルタ Gデータ前後、左右
フレームシリンダ用に使用する前後Ｇデータに設定した周波数以上のデータを
カットし滑らかにすることが出来ます。
チェックボックスにチェックを入れ、周波数を設定してください。
初期値は9Hzです。

ヨー設定
動作モード

動作モードの設定を行います。
・動作させない

シリンダの動作を停止させます。
・8軸スライドモーション

8軸、7軸、2軸のシリンダを車両の横方向のスライドに合わせ
動作させるモードです。

移動速度、加速度、減速度
設定値は2-1,2-2,2-3の説明通りです。
ここの対象シリンダはACSIM-FRS8PRO(8軸フレーム)用のシリンダが対象です。

スライド設定 フロント倍率
車両の横方向の前輪のスライド量のモーション動作量の設定です。
※2軸、7軸の場合フロント側の横方向のシリンダが無いのでこの値は使用してい
ません。

スライド設定 リア倍率
車両の横方向の後輪のスライド量のモーション動作量の設定です。
※2軸、7軸の制御に使用しています。

オーバー表現設定
車両がリアスライド状態になった時に分かりやすくするための設定です。

倍率
リアスライド時のモーション動作量の設定です。この設定でオーバー時の回転
角度を算出します。

フロントへの影響度％ リアへの影響度％
上の倍率で計算した回転角度にするためにフロントをイン側へリアを外側へ動作
させます。
その動作量をフロントとリア側で％で設定します。両方１００にしますと
同じだけ動作します。
※2軸、7軸の場合フロントへの影響度の設定は使用していません。



回転設定 フロント旋回倍率 リア旋回倍率
車両が旋回中の角度のモーション動作量の設定です。
ここでの設定はリアスライドしていない状態でも旋回（ヨー情報に基づいて）
動作させます。
０に設定すると回転動作はリアスライド時のみになります。
8軸の場合はフロントのみに値を入れることでステアリングを切った時の車の
動きを感じることが出来ますのでアンダー傾向やオーバー傾向をつかみやすい
です。
※フロント旋回倍率は2軸、7軸の制御には使用していません。

フィルタ 回転速度
3-6回転設定に使用する回転速度データに設定した周波数以上のデータを
カットし滑らかにすることが出来ます。
チェックボックスにチェックを入れ、周波数を設定してください。
旋回中の振動が多い場合にご使用下さい

ボタン

現在の設定を名前を付けて保存
現在の設定をファイルに保存します。

設定ファイルを読込
保存した設定ファイルを読み込みます。
※読込後に適用ボタンをクリックしなければ設定反映されません。

初期値に戻す
設定値を初期値に戻します。
※クリック後適用ボタンをクリックしなければ設定反映されません。

摘要
現在の画面上の設定をモーション設定に反映させます。

閉じる
画面を閉じます。
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